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花巻市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI)の達成度評価について

１．指標値に対する実績値の算出方法
　　達成率（％）　＝　実績値　÷　目標値　×　１００
　　　　※小数点第一位を四捨五入願います。

２．達成率の判定区分
　　　ａ・・.100％以上　　ｂ・・90％以上100％未満　　ｃ・・90％未満

３．達成度の判定
　　【Ａ　達成できた】・・ＫＰＩの達成率がすべて「ａ」
　　【Ｂ　概ね達成できた】・・ＫＰＩの達成率の半数以上が「ａ」か「ｂ」
　　【Ｃ　やや達成できなかった】・・ＫＰＩの達成率の半数未満が「ａ」か「ｂ」
　　【Ｄ　達成できなかった】・・ＫＰＩの達成率のすべてが「ｃ」

実績値に対する評価
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⑤
実績額（H30）

単位：円 指標値 目標値 単位 目標年月 実績値 達成率 判定 達成度 実績値に対する評価 事業の評価

指標①
スモールビジネス
リピーター数

0 3,500 人/年 H31.3 1,323 38% c (評価事業№1-2)

指標②

スモールビジネス
を創業・起業した
事業者数(個人事
業も含む)
(累計）

0 80 事業者 H31.3 37 46% c (評価事業№1-2,1-3,1-4)

指標③ 売上 0 42,000 千円 H31.3 38,286 91% c (評価事業№1-2,1-4）

指標①

指標②

指標③

指標①

スモールビジネス
リピーター数（単
年）

※これまで改良・
開発された体験メ
ニューへの体験者
数×1/4

0 3,500 人/年 H31.3 1,323 38%

（KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
　体験型観光事業の補助決定に至るまで
に、ニーズやターゲットを意識した事業構
築のサポートや事業内容の確認が不足し
ていたため。

指標②

スモールビジネス
を創業・起業した
事業者数(個人事
業も含む)
(累計）

30 事業者 H31.3 17 57%

(KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
　支援内容及び体験型観光の実践イメー
ジの周知が不足していたほか、想定して
いた市内宿泊施設との連携がとれず、体
験型観光への集客機能を十分に構築で
きなかったため。

指標③

売上(単年）
※体験メニューの
実施により発生し
た売上

0 10,000 千円 H31.3 6,886 69%

（KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
　体験型観光事業の補助決定に至るまで
に、ニーズやターゲットを意識した事業構
築のサポートや事業内容の確認が不足し
ていたため。

1-2 推進
地域再生スモールビジネス創出事業
（商工労政課、観光課、都市政策課）

（背景）団体旅行から個人旅行へ旅行形態のシ
フトが進むことで旅行者ニーズの多様化が進
み、体験型観光の需要はさらに増している。

（事業概要）地域の観光の強化と域外に流出す
る消費の域内化にむけた体験型観光推進事業
補助

（具体的な取組）
・平成28年度に実施した「広域観光推進事業
（加速化交付金活用）」により実施した補助事業
のうち、以下の２事業を実施。
（1)新たに体験型事業を実施する事業者が、旅
行客、宿泊客、市民が体験したくなる興味深い
体験型事業を開発・改良するための事業
（２）外国人モニター等を活用し、海外個人旅行
客に対応する体験型事業の調査、評価並びに
海外へ観光情報を発信するための事業

観光課

○体験型観光推進事業(H28-H30)
　事業者数　17事業者
　・体験型事業の開発・改良事業
　　H28：10事業者　H29：4事業者　H30：3事業
者

　体験者数　H30；5,568人

（事業実施結果）当初は3か月から半年程
度の期間で設計したが、参加者確保が難
航したため、1か月～2か月のインターンシッ
プに再設計の上、学生へ周知・募集を行っ
た結果、9名の学生がインターンシップに参
加したが、市内事業所への就業者はいな
かった。

（実施結果の分析）
・全国的に売り手市場で首都圏等の給与水
準の高い企業に就職しやすいこと、様々な
企業でインターンシップを実施していること
から、長期間の滞在を要する市内企業での
インターンシップは、市内企業への高い関
心を寄せる学生以外には、選択されづら
かったと考えられる。

（成果）実践型インターンシップを通じて、地
域の企業について、より深く知りたいと考え
る学生も一定数いることが分かった。

（課題）学生に市内企業を広く知ってもら
い、市内企業への就職を促す機会を増や
すため、長期間に限らず、市内企業が実施
するインターンシップに参加する学生への
支援が必要である。

（今後の方向性）市内企業による1週間程度
の短期インターンシップも含め、参加に要す
る交通費等を支援するインターンシップ促
進助成金の利用促進に注力する。

④
事業実績（H30）

○実践型インターンシップの実施（H30)
 ・大学内での周知：延べ22回、1,612名へ周知
 ・個別相談会の開催：参加者50名
 ・インターンシップ受入企業 　５社　参加者９
人
 ・インターンシップに参加した学生への交通費
支援件数　25

5,859,400

担当課

570,080

（事業実施結果）平成30年度には、3事業者
が体験メニュー（農業体験で収穫した野菜
でバーベキュー体験、郷土料理や地産地
消料理を伝える料理教室の開催、電動ろく
ろを使った陶芸体験）を改良、開発した。

（成果）夏休み期間中のショッピングセン
ターで事業を実施するなどの工夫により、リ
ピーターを集める体験型事業が生まれた。

（課題）
・ターゲットやニーズを意識した体験メ
ニューの周知が必要である。
・体験型事業の構築にあたってのサポート
や確認が必要である。

（今後の方向性）
・体験型観光推進事業補助金の活用事例
や補助制度について、事業者が集まる機会
に周知する等、活用事業者の増加を図る。
・体験型観光推進事業の推進にあたり、
ターゲットやニーズが設定・把握されている
か、ターゲットを取り込むための周知や事
業構築は適切か確認しながら、事業化のサ
ポートを行う。

⑦
達成状況（H30）

⑥
本事業における重要業績評価指標（KPI）（H30）

指標

定住推進課
商工労政課
観光課
都市政策課

商工労政課

№
②

交付対象事業の名称

(背景）就職活動に際し、市内にどのような事業
所があるか知らない学生が多い状況にある。

(事業概要）移住定住の推進と６次化の推進を
図るための実践型インターンシップの実施

(具体的な事業内容）
 ・インターンシップ開催に係る大学授業での周
知
 ・学生への個別相談会の開催
 ・インターンシップ受入企業の調整
 ・インターンシップに参加した学生への交通費
支援　(交付金充当外）

1-1
地域再生スモールビジネス創出事業
（定住推進課、商工労政課、観光課、
都市政策課）

推進

①
交付金
の種類

③
事業内容

1 推進
地域再生スモールビジネス創出事業
（定住推進課、商工労政課、観光課、
都市政策課）

(背景）地方における消費活動の「マス」をター
ゲットにする大資本事業だけに依存するのでは
なく、小さくても地域資源循環を実現する事業や
特定少数を相手にした事業を育成していく必要
がある。

(事業概要）大資本や大企業では拾いきれない
ニーズに対応する「スモールビジネス」を地域の
新しい担い手と一緒になって増やし、地域資金
の域内循環を高めるため、スモールビジネスの
創出について、４つの切り口から事業を行う。

（具体的な取組）
１　移住定住の推進と６次化の推進を図るため
の実践型インターンシップの実施
２　地域の観光の強化と域外に流出する消費の
域内化にむけた体験型観光推進事業補助
３　まちなか企業を支援するためのリノベーショ
ンスクールの開催
４　女性の活躍の増進を図るためのスモールビ
ジネス創出支援ワークショップ・講座の開催

12,000,000 Ｃ （評価事業№1-1～1-4）

１　実践型インターンシップの実施
　インターンシップ受入企業 　５社　参加者９
人
　事業費 5,859,400円

２　地域創業実践推進事業
　無料体験ワークショップ1回　参加者19名
　有料5回連続講座実施　参加者13名
　事業費　1,416,726円

３　体験型観光推進事業
　事業者数　12事業者　　体験者数　5,568人
  事業費 570,080円

４　リノベーションスクール開催
  開催回数　９月１回、11月 ３回
　参加者　３ユニット計19人
　　　　　　 シンポジウム参加者 296人
　事業費 7,996,480円
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⑤
実績額（H30）

単位：円 指標値 目標値 単位 目標年月 実績値 達成率 判定 達成度 実績値に対する評価 事業の評価

④
事業実績（H30）

担当課

⑦
達成状況（H30）

⑥
本事業における重要業績評価指標（KPI）（H30）

指標

№
②

交付対象事業の名称

①
交付金
の種類

③
事業内容

指標①

指標②

スモールビジネス
を創業・起業した
事業者数(個人事
業も含む)
(累計）

0 10 事業者 H31.3 7 70%

(KPIの目標値に達したか／達していない
か）
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
　リノベーションスクール参加者による地
域資源の掘り起こしや、資金繰りを含め
たビジネスプランの構築に時間を要した
ため。

指標③

売上（単年）
※平成30年度中
に指標②の創業・
起業した事業者が
生み出した売上

0 32,000 千円 H31.3 31,400 98%

（KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
　H30年度中に創業した５事業者について
は、年度途中からの事業開始となり、１年
間を通じた売上にならなかったため。

指標①

指標②

スモールビジネス
を創業・起業した
事業者数(個人事
業も含む)
(累計）

0 40 事業者 H31.3 13 33%

（KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
１，２年目に実施予定だった事業が中止と
なり、想定していた事業者数を確保できな
かったため。

指標③

指標①
リノベーション事業
による新規雇用者
（または起業者）

0 6 人 H31.3 6 100% a

（KPIの目標値達成状況)
達成した。

(KPIの達成／未達成要因）
　検討会議、勉強会、講演会、セミナーに
参加した民間事業者の事業プランがブ
ラッシュアップされ、遊休不動産のオー
ナーがリノベーションに対する理解を深め
たため。

指標②
遊休不動産のまち
づくり活用件数

0 2 件 H31.3 3 150% a

(KPIの目標値達成状況)
達成した。

(KPIの達成／未達成要因）
　検討会議、勉強会、講演会、セミナーに
参加したオーナーのリノベーションに対す
る理解が深まり、意欲的な事業者による
不動産活用につながったため。

指標③
リノベーション事業
による新たな店子
（事業者）数

0 2 件 H31.3 7 350% a

(KPIの目標値達成状況)
達成した。

(KPIの達成／未達成要因）
　検討会議、勉強会、講演会、セミナーの
参加者について、遊休不動産の活用に対
する理解が進み、まちなかへの注目度や
期待感が高まり、まちなかで新規事業に
取り組む事業者が現れたため。

1-3 推進 地域再生スモールビジネス創出事業
（商工労政課、観光課、都市政策課）

（背景）リノベーションまちづくりの手法及び、リノ
ベーション手法を用いた事業開発や遊休不動産
活用に係る多様な課題について、地域内の関
係事業者や専門家の間で十分に認識されてい
ない状況である。

(事業概要）まちなか起業を支援するためのリノ
ベーションスクールの開催(H30)

（具体的な取組）
・操業に向けての地域資源（遊休物件や関係人
材等）の掘り起こし
・事業プランのブラッシュアップ
・遊休不動産のオーナーに対するリノベーション
への理解醸成

都市政策課

（事業実施結果）
・リノベーションスクールの参加者が、創業
に向けて地域資源（遊休物件や関係人材
等）の掘り起こしを行うことで、事業計画が
ブラッシュアップされ、適切な事業規模の設
定についての議論を行うことで、起業の準
備段階を整えた。
・遊休不動産のオーナーが、リノベーション
スクールで生まれたビジネスアイデアを知
ることで、リノベーションに対する理解を深
めた。

（成果）
・リノベーションスクール参加者がやりたい
事業（公共空間を利用したイベントの企画・
運営事業、惣菜製造・販売業）や、リノベー
ションスクールで立案された事業（ビール醸
造及び醸造したビールを飲める飲食店）等
による起業が進んだ。
・遊休不動産の提供を行うオーナーが増加
し、遊休不動産の活用が進んだ。

（課題）まちなかにおいて、空き家を活用し
た事業に取り組む者を増やし、事業者の売
上を伸ばすため、遊休不動産オーナーや起
業希望者の理解を深め、持続的に事業を
行うためのノウハウの築盛・共有ができる
環境整備が必要である。

（今後の方向性）リノベーションの理念と手
法を広くわかりやすく明示する「リノベーショ
ンまちづくり構想」の策定にも取り組んでい

○リノベーションスクール開催(H30)
  開催回数　９月１回、11月 ３回
　参加者　3ユニット計19人
　　　　　　 シンポジウム参加者 296人

7,996,480

○地域創業実践推進事業(H30)
　・「わたしたちの月3万円ビジネス（「3ビズ」）」
と称するスモールビジネスの創業を支援する
ための体験セミナー（無料）　1回実施　参加者
19名
　
・自らのビジネスモデルを段階的に構築してい
く全５回のワークショップ（有料）　１回実施　参
加者13名

商工労政課

都市政策課

1,416,726

（事業実施結果）　全5回の連続ワークショッ
プ（有料）の定員12名に対して定員を超える
13名が参加し、月3万円ビジネスの実践ノウ
ハウを習得した。

（成果）参加者13名全員による、イベントへ
の合同出店を行った。

（課題）目標達成のために、引き続き起業を
希望する女性に対し、起業に対する理解深
化と機運醸成を図っていくことが必要であ
る。

（今後の方向性）
・起業に関心のある女性の掘り起こしや県
内起業支援機関との情報交換を進め、成
功事例発表の会合等を継続的に開催す
る。
・平成30年度に、信金、商工会議所、（一
社）ビジネスサポート花巻及び市が連携し
て発足した「ビジカフェはなまき」が、起業に
係る総合的な支援機能（資金調達や販路
開拓等のビジネスモデル構築等）を有する
ため、起業に関心のある女性への支援につ
いて、「ビジカフェはなまき」の機能を活用す
る。

（事業実施結果）
・検討会議、勉強会、講演会、セミナーの開
催により、事業者や遊休不動産オーナーの
リノベーションに対する理解が深まった。

（成果）リノベーション事業への理解を深め
た遊休不動産オーナーと意欲的な事業者
の協力によって新規事業が生まれ、KPIに
掲げる目標値を全て達成した。
　
（課題）自立的・持続的な地域経営を実現
するため、リノベーション手法を用いた課題
解決に寄与する事業創出のスピードアップ
とノウハウの蓄積が必要である。

（今後の方向性）
・本事業の理念と手法を広くわかりやすく明
示する「リノベーションまちづくり構想」の策
定に取り組んでいく。
・既存のまちなか創業支援補助制度の活用
も含め、新規創業する店子事業者を支援す
る。

(H30）検討会議、勉強会、講演会、セミナーに
延べ163人参加
○エリアリノベーション検討会議　開催回数2
回
○公民連携勉強会　開催回数　1回
○不動産活用講演会　開催回数　1回
○建築関係者向けセミナー　開催回数3回
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1-4 推進
地域再生スモールビジネス創出事業
（定住推進課、商工労政課、観光課、
都市政策課）

（背景）育児等の理由で離職し、その後新事業
等による企業を希望する女性の支援が必要

(事業概要）女性の活躍の増進を図るためのス
モールビジネス創出支援ワークショップ・講座の
開催(H30)

（具体的な取組）
・「わたしたちの月3万円ビジネス（「3ビズ」）」と
称するスモールビジネスの創業を支援するため
の体験セミナー（無料）
・自らのビジネスモデルを段階的に構築していく
連続ワークショップ（5回：有料）の開催

※開催にあたっては、参加者募集のため、保育
園やレストラン等でパンフレットの配布を行った
ほか、ワークショップ会場を市内カフェにするな
ど、参加しやすい環境づくりを行った。

推進 エリアリノベーション事業
（都市政策課）

（背景）リノベーションまちづくりの手法、リノベー
ション手法を用いた事業開発や遊休不動産活
用に係る多様な課題について、地域内の関係
事業者や専門家の間で十分に認識されていな
い状況である。

（事業概要）遊休不動産と公共空間の効果的な
活用を促進するエリアリノベーション事業

（具体的な取組）
まちなかのリノべーションビジネスを連鎖的に発
生させるため、公共空間の高度活用について民
間活力によって事業化し、両者に相乗効果をも
たらす公民連携事業を生み出し、リノベまちづく
り構想としてプロジェクト化する。

7,657,740 A
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資料４

⑤
実績額（H30）

単位：円 指標値 目標値 単位 目標年月 実績値 達成率 判定 達成度 実績値に対する評価 事業の評価

④
事業実績（H30）

担当課

⑦
達成状況（H30）

⑥
本事業における重要業績評価指標（KPI）（H30）

指標

№
②

交付対象事業の名称

①
交付金
の種類

③
事業内容

指標① 県産ワインの製成
数量

0 - kl H31.3 - - -
（県の指標であるため評価せず）
→市町村別のワイン製成数量は把握でき
ない

指標② 県内新設ワイナ
リー数

0 - 件 H31.3 - - -
（県の指標であるため評価せず）
※参考：花巻市内：１件（アールペイザン
ワイナリー）

指標③

指標④

指標① （県の指標であるため評価せず）

指標② （県の指標であるため評価せず）

指標③
花巻市のぶどう栽
培面積

0 3.3 ha H31.3 2 61% c

(KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
　事業者が、農地を新規に取得する計画
であったが、一部について水捌けが良く
ない農地であったこと、醸造用ぶどうの垣
根の新設に要する初期投資費用が計画
より過大となり、自己資金の目途が立た
なくなったことにより、農地の取得を見
送ったため。

指標④ 花巻市の新規ぶど
う栽培就農者数

0 2 人 H31.3 4 200% a

(KPIの目標値達成状況)
達成した。

(KPIの達成／未達成要因）
　新規のぶどう栽培希望者（４名）に対す
る、葡萄が丘農業研究所によるぶどう栽
培技術の指導や、関係機関で組織する
就農支援コーディネーターによる必要な
農地の斡旋や定住支援などを継続してき
た結果、今年度に新規就農する目途を立
てることができたため。

3-2 推進
いわてワインヒルズ推進事業
（岩手県、定住推進課、大迫総合支
所地域振興課）

(背景）
・「日本ワイン」の原料となる国産ぶどうの確保
に向けた動きが大手を中心に活発化している。
・県内においてＵ・Iターン者によるワイナリーの
新規開業が増加する見込みである。

(事業概要）ぶどう農家の生産意欲の向上や、新
規就農を含めた担い手の確保、ワイナリー新規
参入者の発掘・人材の確保・事業化までの支援
等を通じて、醸造用ぶどうの一層の生産拡大を
進めるとともに、地域が一体となった特色ある高
品質なワインを生み出す取組を推進し、ワイン
産業を核とした、中山間地域等の活性化を図
る。
　また、花巻地域と周辺市町村の観光や食など
の地域資源と併せて、県産ワインの魅力を県内
外にＰＲすることで、ワイン産地としての認定度
向上を図る。

（具体的な取組）
・新農業人フェアへの参加（大迫の新規ぶどう栽
培者の募集に関するＰＲ活動）
・葡萄が丘農業研究所が開講しているぶどうに
興味のある方を対象とした「ぶどう塾」の塾生へ
の実技や座学の指導
・関係機関で組織する就農支援コーディネー
ターによる就農までに必要な農地の斡旋や定住
支援

21,956,669
（花巻市）

Ｂ

大迫総合支所
地域振興課

（事業実施結果）
・新規ぶどう栽培の希望者に対し、就農支
援コーディネーターによる情報提供、技術
指導、農地斡旋、定住支援までの一貫した
就農支援を行うことが可能になった。
・既存農地の一部が維持管理された。

（成果）
・新規ぶどう栽培就農者が目標値を超えて
増加した。
・新規ぶどう栽培面積は目標には届かな
かったが、確実に増加している。

（課題）
・新規ぶどう栽培就農者に対する農地取得
や設備投資への支援が必要である。
・高齢化等により、ぶどう栽培の継続が困
難な園地を廃園させないなど、ぶどう栽培
希望者が新規就農を希望するタイミング
で、すぐに入植できる環境整備が必要であ
る。

（今後の方向性）
・就農支援コーディネーターが農地情報を
詳細に把握し、新規ぶどう栽培希望者に対
して農地の斡旋をスムーズに行うほか、醸
造用ぶどうの垣根新設に要する初期投資
費用を軽減させるための補助制度を設け、
更に面積拡大を図る。
・既存園地が新規ぶどう栽培希望者に継承
されるなど、園地の維持を促進する支援を
行う。

定住推進課

◆花巻クラフトワイン・シードルブランド化推進
事業

 ①醸造技術習得支援事業補助金　のべ５名
研修
 ②各種セミナー　４回開催　のべ29名参加
 ③ワイナリー整備等事業補助金　計10件
 ④花巻ワインプロモーションイベントの開催
都内2日間　参加者のべ47名
 ⑤「ワインツーリズムいわて2018」の実施　参
加者数205名

（事業実施結果）
・ワインやシードル等の醸造に取り組むこと
ができる環境が整備された。
・参加者の約7割が県外の方であった「ワイ
ンツーリズム」や首都圏でのプロモーション
イベントは、参加者に好評であった。

（成果）
・「花巻クラフトワイン・シードル特区」を活用
した新規ワイナリーが平成31年4月に設立
された。
・委託醸造を経て数年後にワイナリーの新
設を予定している事業者が複数現れた。

（課題）
　ワイナリーの新設や新規ワイナリーの経
営安定化までの持続的な支援が必要であ
る。

（今後の方向性）
・ワイン産地としての認知度向上と首都圏
での販路開拓のため、引き続きワイナリー
と連携し、「ワインツーリズム」及び首都圏
でのプロモーションイベントを開催する。

◆担い手育成支援事業
 ⑥新規就農者に対する技術指導等を行う就
農者技術支援員の配置　1名
 ⑦ぶどう栽培継続困難な園地の一時的管理
補助　３戸　481,353円
 ⑧大迫ぶどう産業振興協議会への補助
1,700,000円

21,956,669
（花巻市）

いわてワインヒルズ推進事業
（岩手県、定住推進課、大迫総合支
所地域振興課）

推進3-1

(背景）
・「日本ワイン」の原料となる国産ぶどうの確保
に向けた動きが大手を中心に活発化している。
・県内においてＵ・Iターン者によるワイナリーの
新規開業が増加する見込みである。

(事業概要）ぶどう農家の生産意欲の向上や、新
規就農を含めた担い手の確保、ワイナリー新規
参入者の発掘・人材の確保・事業化までの支援
等を通じて、醸造用ぶどうの一層の生産拡大を
進めるとともに、地域が一体となった特色ある高
品質なワインを生み出す取組を推進し、ワイン
産業を核とした、中山間地域等の活性化を図
る。
　また、花巻地域と周辺市町村の観光や食など
の地域資源と併せて、県産ワインの魅力を県内
外にＰＲすることで、ワイン産地としての認定度
向上を図る。

(具体的な取組）
・醸造技術習得支援事業補助金の交付
・各種セミナーの開催
・ワイナリー整備等事業補助金の交付
・花巻ワインプロモーションイベントの開催
・「ワインツーリズムいわて2018」の実施
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資料４

⑤
実績額（H30）

単位：円 指標値 目標値 単位 目標年月 実績値 達成率 判定 達成度 実績値に対する評価 事業の評価

④
事業実績（H30）

担当課

⑦
達成状況（H30）

⑥
本事業における重要業績評価指標（KPI）（H30）

指標

№
②

交付対象事業の名称

①
交付金
の種類

③
事業内容

指標①
カイゼン導入事業
所数
（累計）

0 20 事業所 H31.3 11 55% c

(KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
　「カイゼン」はコスト削減により、長期的
に業績向上を見込むものだが、補助金を
活用する市内事業者の多くは、売上向上
の取組に力を入れており、カイゼン導入
による業績改善に意識が向いていないこ
とが原因と考えられる。

指標②

カイゼンを導入し
た事業所における
作業短縮時間の
割合

0 10 ％ H31.3 0 0% c

(KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
　H30の補助金採択事業においては、事
業所の作業効率は上がったものの、作業
短縮時間の把握ができなかったため。

指標①

当該体験型事業
への総参加客数
（単年）

※これまで創出さ
れた体験メニュー
への単年度の参
加者数

0 2,500 人 H32.3 5,597 224% a

(KPIの目標値達成状況)
現時点で達成した。

(KPIの達成／未達成要因）
夏休み期間中のショッピングセンターで事
業を実施するなどの工夫により、多くの来
場者の目に留まった事業者が、体験者数
を大きく伸ばしたため。

指標②

体験型事業数
（累計）
※補助金の交付
により開発・改良
並びに実施された
事業（左記(!)①の
事業数）

0 20 事業 H32.3 17 85% c

(KPIの目標値達成状況)
現時点で達成できていないが、達成を目
指す。

(KPIの達成／未達成要因）
市ＨＰでの補助金制度の周知に加え、花
巻観光協会等を通じ体験事業に取り組む
意欲のある事業者への働きかけを行い、
最終年度（令和元年度)での目標達成を
目指す。

指標③

連携自治体数
（累計）
※体験型観光予
約サイト「いわての
あそび」に登録し
た事業者が所在す
る自治体数

0 6 自治体 H32.3 3 50% c

(KPIの目標値達成状況)
現時点で達成されておらず、達成は困
難。

(KPIの達成／未達成要因）
本事業で作成された体験型観光予約サ
イト「いわてのあそび」への体験型事業の
登録により連携を図ることとし、県内市町
村の事業者へ呼びかけたが、事業者の
同意が得られず、市内事業者以外の登
録が進まないため。

6 広域観光推進事業
（観光課）

加速化

加速化

(背景）
・花巻市の被雇用者約４万人のうち、約４割は
サービス業従事者であり、中でも宿泊業や小売
業、飲食業は大きな割合を占める。
・サービス業の生産性は、製造業全般に比べて
大きく劣っている。

(事業概要）
・地域で大きな雇用をもつサービス業（旅館、飲
食、小売など）に、ものづくり産業のカイゼンの
専門家を一事業所ごと（公募）に投入し、継続指
導による職場の効率化を進め、サービス業の生
産性向上を図る。
・事業者における具体的なカイゼンに係る備品
購入等へ補助する。

（注）H28の交付金活用後、H29以降は市単独事
業（企業競争力強化支援事業補助金：カイゼン）
により実施している。また、H30より、備品購入
等への補助は終了しているほか、支援業種を
サービス業に限定せず実施。

（事業実施結果）平成30年度より企業競争
力強化支援事業補助金へ補助メニューを
移行し、市ＨＰ掲載や産業施策の紹介パン
フレットを事業所に配布した結果、今年度1
事業者（旅館業：温泉宿）が「カイゼン」に取
り組んだ。

（成果）温泉宿において従業員間の無線連
絡体制が構築され、従来、各従業員がポケ
ベルを携帯し、従業員間の連絡はポケベル
→内線電話→フロントとなっており、時間を
要していたが、直接従業員間で連絡をとれ
るようになり、作業効率が大幅に向上した。

（課題）
・事業者に対する「カイゼン」の成功事例の
紹介や補助制度の周知が必要である。
・業種に応じた、「カイゼン」による業績への
影響を可視化できる指標設定が必要であ
る。

（今後の方向性）
・金融機関や産業支援機関等と、「カイゼ
ン」の利点や補助金制度に関する情報共有
を行い、相談を行う事業者への周知を図
る。
・補助事業実施時に、「カイゼン」の成果を
測定する方法について、事業者と事前協議
する。

―

(背景）
・「宿泊」は地方の観光収入において約３割から
４割を占める大きな収入源となっている。
・花巻市内の宿泊にかかる客室稼働率は閑散
期５０％、繁忙期は８５％となり、収益悪化の原
因となっている。

(事業概要）
・旅館、農家、医療法人、ツーリズム系ＮＰＯな
どの体験型事業者と旅行代理店による民間コン
ソーシアムにより地域アクティビティを整備し、地
方観光を強化する。花巻のみでは限界が生じる
ため、遠野市、平泉町との広域連携を進める。
・広域的なインバウンドの対応や、DMO化を見
据えたＦＳ調査（新規事業やプロジェクトの実現
可能性、実行可能性等を検証する調査。
Feasibility Studyの略。）を行う。

(具体的な取組）
（1)①－③の事業実施に係る補助金交付
①新たに体験型事業を実施する事業者が、旅
行客、宿泊客、市民が体験したくなる興味深い
体験型事業を開発・改良するための事業

②宿泊客が気軽に予約できるアクティビティと客
を結ぶ予約システムの開発

③外国人モニター等を活用し、海外個人旅行客
に対応する体験型事業の調査、評価るための
事業、海外へ観光情報を発信するための事業

（２）(１）を軸としたDMO・インバウンド広域体制
のFS調査

4 サービス業生産性向上事業
（商工労政課）

（事業実施結果）平成30年度は、新たに3事
業者が体験メニューの改良（農業体験で収
穫した野菜でのバーベキュー体験、郷土料
理や地産地消料理を伝える料理教室の開
催、電動ろくろを使った陶芸体験）等を行
い、拡充された。

（成果）体験型観光事業を実施する事業者
数が増加し、体験者数を大きく伸ばすことに
つながった。

（課題）
・体験型事業の開発・改良が持続的に行わ
れる必要がある。
・「いわてのあそび」へのアクティビティ登録
について、事業者の理解を得ることが難し
い状況であることから、連携による体験型
観光を行う強みを明確にする必要がある。

（今後の方向性）
・体験型事業の開発・改良への支援を継続
する。
・近隣市町村の観光資源を組み合わせた
産業観光（体験型観光）の紹介動画作成等
を通じたＰＲの強化等にも取り組み、近隣市
町村の連携による広域的な誘客活動を進
める。

（H28-H30※)
（1)①－③の事業実施に係る補助金交付実績
①新たに体験型事業を実施する事業者が、旅
行客、宿泊客、市民が体験したくなる興味深い
体験型事業を開発・改良するための事業
　H28:10件　H29:4件 H30:3件　計17件

②宿泊客が気軽に予約できるアクティビティと
客を結ぶ予約システムの開発
　H28:2件　H29:1件(H28の継続事業)　　計3件

③外国人モニター等を活用し、海外個人旅行
客に対応する体験型事業の調査、評価するた
めの事業、海外へ観光情報を発信するための
事業
　H28:1件　H29:0件　H30:0件　計1件

（２）(１）を軸としたDMO・インバウンド広域体制
のFS調査(注)(H28:委託事業）
　H28:1件

※平成29年度、平成30年度は、地方創生推進
交付金（スモールビジネス推進事業:1-3）を活
用して同事業を実施し、令和元年度以降は市
単独事業（体験型観光推進事業交付金）として
①、③の２事業を実施する事業者に、補助金
を交付。

570,080

（H30）２件
　・従業員間の無線連絡体制の環境整備（旅
館業）
　・作業工程の改善（建設業※）

※本事業の対象業種はサービス業であるた
め、KPIに計上する実績は1件とする。

185,000 D 商工労政課

観光課
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資料４

⑤
実績額（H30）

単位：円 指標値 目標値 単位 目標年月 実績値 達成率 判定 達成度 実績値に対する評価 事業の評価

④
事業実績（H30）

担当課

⑦
達成状況（H30）

⑥
本事業における重要業績評価指標（KPI）（H30）

指標

№
②

交付対象事業の名称

①
交付金
の種類

③
事業内容

指標① 観光客入込数
（万人）

217.7 218.4 万人 H31.3 201.3 92% b

(KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
国内観光客数が減少し、市内観光客入
込数も前年比▲6％と減少したため。

指標②
東和B＆G海洋セ
ンター利用者数
（人）

8,800 9,100 人 H31.3 13,169 145% a

(KPIの目標値達成状況)
達成した。

(KPIの達成／未達成要因）
本会場を拠点とした全国大会の誘致に成
功するとともに、簡易宿所営業の手続き
を行ったことで、合宿での利用者数も増
加したため。

指標③ 施設利用収入
（千円）

400 500 千円 H31.3 433 87% c

(KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
誘致した大会や合宿の中、使用料の減免
対象となる主催事業や後援事業として開
催したものがあったため。

指標①
イーハトーブフェス
ティバル来場者数
（人/日）

2,100 2,200 　人/日 H31.3 2,450 111% a

(KPIの目標値達成状況)
達成した。

(KPIの達成／未達成要因）
野外ステージの改修によるイベント内容
の充実とイベントの定着が進んだため。

指標② 観光客入込数
（万人）

222 222.1 万人 H31.3 201.3 91% ｂ

(KPIの目標値達成状況)
達成できなかった。

(KPIの達成／未達成要因）
国内観光客数の減少により、市内の観光
客入込数が減少傾向（前年比▲6％）と
なったため。

H29.5　事業開始
H30.3　事業完了

○用途変更確認申請・艇庫改修
　・工事設計業務委託料　　　　　   2,592,000円
　・艇庫改修工事管理業務委託料　 864,000円
　・電気工事　　　　　　　　　　　　　  9,936,000円
　・機械工事　　　　　　　　　　　  　24,300,000円
　・建設工事　　　　　　　　　　　　  34,776,000円

拠点整備
オリンピックレガシーを生かした「田
瀬湖ボート場」環境整備事業
（スポーツ振興課）

（背景）
・２０２０年の東京オリンピック日本代表の事前
合宿地として内定している。
・毎年大学や高校等の合宿地として活用されて
いるが、宿泊施設までの距離が遠く、合宿地とし
ての利用が伸び悩んでいる。

（事業概要）ヨットやカヌーなど市民のウォーター
スポーツに触れ合う場の創出のため、東和B＆
G海洋センター及び田瀬湖ボート場の管理運営
を行う。

（具体的な取組：H29に事業完了）
（１）　建築基準法及び消防法上の用途変更（簡
易宿泊所）に伴う改修
（２）　合宿所として機能向上に係る改修
　①エアコン設置
　②畳の表替え
　③タイルカーペット敷き
　④浴室設置
　⑤ガス給湯設備設置（既存重油ボイラー廃棄）
　⑥トイレ洋式化
　⑦洗濯室設置（既存ボイラー室のボイラーを
撤去し、洗濯室化）
　⑧取り付け道路アスファルト舗装

9 拠点整備
イーハトーブの四季を彩る「宮沢賢治
童話村野外ステージ」整備事業
（賢治まちづくり課）

（背景）
・宮沢賢治童話村の施設の一部である「野外ス
テージ」は6,000㎡の芝生広場に面し、周りを森
林に囲まれ自然を体感できる場所であり、宮沢
賢治関連イベントをはじめとする各種イベントで
利用されている。
・大規模イベント開催時には、仮設ステージの設
置が必須となり、開催経費が増大するため、開
催地として選択されにくい。

（事業概要）野外ステージの改修

（具体的な取組：H29に事業完了）
　野外ステージを、荒天時の緊急退避場所とし
て活用したり、屋根への音響設備の設置、大型
スクリーンの設置が可能となるように改修する。

8

H29.11　事業開始
H30.3　　事業完了

野外ステージの概要
所　　　在　宮沢賢治童話村
　　　　　　　（花巻市高松第26地割地内）
構      造　鉄骨造
　　　　　　  新設鉄骨柱４本、アルミたて樋付
屋      根　アーチ型
　　　　　　  長尺ガルバリウムカラー鉄板葺き
軒      裏　ステンレス加工張（1.5ｍｍ）
軒      高　７．４ｍ（建物最高点９．３ｍ）
延床面積　９８㎡
床  材 質　木材（キシラデコール塗り仕上げ）

Ｂ

Ｂ

スポーツ振興
課

賢治まちづくり
課

（事業実施結果）改修によってステージ運営
がしやすくなり、多様なイベント等への活用
が可能になった。

（成果）
・民間主催イベントでの活用も増加してお
り、来場者の増加につながっている
・観光客入込数が減少する中、改修したス
テージのある宮沢賢治童話村とその周辺
文化施設（記念館、イーハトーブ館、博物
館）の入込客数は約3%増加している。

（課題）インバウンド客を含めた一層の集客
を図るための効果的な情報発信が必要で
ある。

（今後の方向性）多様な活用がなされるよ
う、ホームページやSNSを活用した効果的
な周知方法などを検討していく。

（事業実施結果）全国大会の受け入れや合
宿の誘致が成功した。

（成果）大会参加者及び合宿参加者の増加
により、施設利用者数を大幅に伸ばすこと
ができた。

（課題）施設利用者及び施設利用収入の一
層の増加を図る必要がある。

（今後の方向性）今後も、大会や合宿の誘
致を進めていく。
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